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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

(1) 本県の中・浜通りと会津地方の80年以上のスギ人工高齢林を調査した結果、適地においては80

年生以降でも、スギの樹高成長は停滞せず旺盛であった。

(2) 高齢林分の立地調査により、両地域とも適地は斜面方位が北～東、斜面傾斜が20°以下の緩

傾斜、Ａ層厚が30cm以上の厚い場所、斜面形が凹地形、斜面位置が斜面下部と推定された。

(3) 130年生までの樹高成長、立木本数、林分材積、高齢林の適地の推定を行った結果、中・浜通り

地方でゴンペルツ式、会津地方で修正指数式の適合性が良好であった。(図-1、図-2)。

２ 期待される効果

長伐期施業に関する適地判定資料として活用できる。

３ 適用範囲

県内スギ高齢人工林

４ 普及上の留意点

 現地データは、現存する高齢林の調査結果と、既存資料を基にしている。今後、高齢の対象林分が

増加することが予想されるので、それらの調査データを収集し、随時改訂を必要とする。
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